
　

ネ
オ
ニ
コ
チ
ノ
イ
ド
は

日
本
人
が
開
発
し
た
農
薬

用
の
殺
虫
剤
で
す
。
国
内

で
は
１
９
９
０
年
代
に
使

用
が
始
ま
り
、２
０
０
０

年
か
ら
07
年
に
か
け
て
急

速
に
普
及
し
ま
し
た
。
現

在
で
は
類
似
物
質
を
含
め

11
種
類
が
年
間
４
０
０
㌧

以
上
出
荷
さ
れ
て
お
り
、

農
業
、林
業
、ゴ
ル
フ
場
、

家
庭
園
芸
、ペ
ッ
ト
の
ノ

ミ
取
り
な
ど
、さ
ま
ざ
ま

な
場
面
で
広
く
利
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

ネ
オ
ニ
コ
チ
ノ
イ
ド
は

昆
虫
な
ど
節
足
動
物
の
脳

に
あ
る
ニ
コ
チ
ン
受
容
体

に
結
合
し
て
作
用
し
ま
す
。

水
に
溶
け
や
す
く
、細
胞

膜
を
自
由
に
通
過
し
て
植

物
体
内
に
浸
透
し
、殺
虫

効
果
を
発
揮
し
ま
す
。
環

　

生
態
系
へ
の
影
響
は
深

刻
で
、オ
ラ
ン
ダ
で
は
使

用
開
始
に
よ
り
ハ
ナ
ア
ブ

の
絶
滅
が
進
行
し
た
と
い

う
報
告
が
あ
り
ま
す
。
日

本
で
も
ア
キ
ア
カ
ネ（
赤

ト
ン
ボ
）が
激
減
し
た
ほ

か
、ウ
グ
イ
や
オ
イ
カ
ワ

な
ど
淡
水
魚
の
減
少
が
指

摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

散
布
さ
れ
た
薬
剤
は
環

境
中
に
拡
散
し
、日
本
の

主
要
な
水
道
水
源
で
あ
る

12
河
川
か
ら
成
分
が
確

認
さ
れ
て
い
ま
す
。
主
に

検
出
さ
れ
る
の
は
ジ
ノ

テ
フ
ラ
ン
、イ
ミ
ダ
ク
ロ

プ
リ
ド
、ク
ロ
チ
ア
ニ
ジ

ン
の
３
種
で
す
。
田
植
え

前
の
イ
ネ
の
苗
床
に
ま
く

箱
処
理
と
、カ
メ
ム
シ
の

影
響
で
茶
褐
色
に
色
づ
く

「
斑
点
米
」を
防
ぐ
た
め
に
、

こ
れ
ら
の
農
薬
が
稲
作
で

多
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

汚
染
は
海
洋
に
も
広

が
っ
て
い
ま
す
。
海
水
に

含
ま
れ
る
ネ
オ
ニ
コ
チ
ノ

イ
ド
の
平
均
濃
度
は
中
国

よ
り
も
日
本
の
方
が
高

か
っ
た
と
い
う
調
査
結
果

が
あ
り
ま
す
。

　

発
売
当
初
は「
人
に
は

作
用
し
な
い
」と
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、現
在
で
は

誤
飲
な
ど
に
よ
る
急
性
中

毒
だ
け
で
な
く
、一
日
許

容
摂
取
量
を
下
回
る
低
濃

度
で
も
健
康
障
害
が
生
じ

た
と
考
え
ら
れ
る
例
が
数

多
く
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

群
馬
県
で
は
06
年
以
降
、

国
産
果
物
や
茶
飲
料
の
連

続
摂
取
後
に
胸
痛
や
動
悸
、

胸
苦
し
さ
を
訴
え
る
患
者

が
急
増
し
ま
し
た
。
04
年

と
05
年
に
大
量
の
ネ
オ
ニ

コ
チ
ノ
イ
ド
が
森
林
の
カ

ミ
キ
リ
ム
シ
駆
除
の
た
め

散
布
さ
れ
た
後
の
こ
と
で

す
。

　

妊
婦
や
新
生
児
の
尿
か

ら
も
検
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
胎
盤
を
通
じ
て
ネ

オ
ニ
コ
チ
ノ
イ
ド
が
胎
児

に
移
行
す
る
こ
と
を
示
し

て
い
ま
す
。
各
国
の
研
究

で
は
、胎
児
や
子
ど
も
の

神
経
の
発
達
に
悪
影
響
を

与
え
る
発
達
神
経
毒
性
や
、

内
分
泌
撹
乱
毒
性
、肝
臓
、

心
血
管
な
ど
へ
の
代
謝
毒

性
、慢
性
腎
臓
病
に
つ
な

が
る
腎
毒
性
、精
子
の
運

動
性
低
下
と
い
っ
た
生
殖

毒
性
な
ど
と
の
関
連
が
指

摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

Ｅ
Ｕ（
欧
州
連
合
）で
は
、

こ
う
し
た
生
態
系
へ
の
影

響
や
人
へ
の
健
康
被
害
か

ら
、多
く
の
ネ
オ
ニ
コ
チ

ノ
イ
ド
製
品
が
使
用
禁
止

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

日
本
で
は
使
用
禁
止
の

動
き
が
あ
る
の
で
し
ょ
う

か
。
ネ
オ
ニ
コ
チ
ノ
イ
ド

は
血
液
中
の
タ
ン
パ
ク
質

に
結
合
し
、体
内
に
長
期

間
保
持
さ
れ
る
性
質
が
あ

る
と
考
え
ら
れ
、摂
取
を

中
止
し
て
も
体
外
に
完
全

に
排
出
さ
れ
る
ま
で
に
は

時
間
が
か
か
り
ま
す
。
し

か
し
、現
行
の
農
薬
評
価

制
度
で
は
、こ
う
し
た
慢

性
的
な
影
響
や
低
濃
度
暴

露
の
影
響
が
十
分
に
考
慮

さ
れ
て
お
ら
ず
、規
制
の

盲
点
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

食
料
輸
入
依
存
の
高
さ

も
壁
に
な
っ
て
い
ま
す
。

中
国
や
米
国
は
輸
出
向
け

の
大
規
模
農
業
に
ネ
オ
ニ

コ
チ
ノ
イ
ド
を
使
い
続
け

て
い
ま
す
。
輸
入
食
品
に

含
ま
れ
る
農
薬
の
残
留
基

準
値
を
日
本
が
引
き
下
げ

る
こ
と
は
困
難
で
す
。

　

生
態
系
や
人
に
対
す
る

安
全
性
を
国
が
保
証
し
て

い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
次
世
代
の
た
め
、農

薬
登
録
の
見
直
し
を
働
き

か
け
る
と
と
も
に
、有
機

農
業
を
推
進
し
、国
内
で

の
ネ
オ
ニ
コ
チ
ノ
イ
ド
使

用
量
を
最
小
限
に
す
る
努

力
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

境
中
に
半
年
以
上
残
留
す

る
こ
と
が
あ
り
、動
植
物

体
内
で
分
解
さ
れ
た
後
も

殺
虫
作
用
が
持
続
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　

抗
が
ん
剤
の
分
子
標
的

薬
と
同
様
に
、一
度
結
合

す
る
と
離
れ
ず
、結
合
し

た
細
胞
は
必
ず
死
に
ま
す
。

使
い
続
け
れ
ば
節
足
動
物

が
い
な
く
な
る
こ
と
が
わ

か
っ
て
い
る
物
質
で
す
。

◇

　

日
釣
振
は
１
９
７
０
年
に

発
足
し
、魚
を
増
や
す
活
動

や
自
然
環
境
の
美
化
保
全
、

マ
ナ
ー
・
安
全
対
策
な
ど
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

会
員
か
ら
は
近
年「
近
く

の
河
川
で
オ
イ
カ
ワ
や
ウ
グ

イ
、フ
ナ
が
め
っ
き
り
釣
れ

な
く
な
っ
た
」と
い
う
声
が

聞
か
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
そ
の
原
因
を
探
る
た
め
、

２
０
２
３
年
に「
淡
水
魚
減

少
検
討
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
現

在
は「
淡
水
魚
減
少
対
策
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に
改
名
）を

立
ち
上
げ
、ネ
オ
ニ
コ
チ
ノ

イ
ド
系
農
薬
に
つ
い
て
の
知

見
を
深
め
る
と
同
時
に
、農

水
省
、環
境
省
な
ど
に
同
農

薬
の
早
期
使
用
禁
止
を
訴
え

て
い
ま
す
。

　

23
、24
年
度
に
は
全
国
の

河
川
で
水
質
調
査
を
実
施
。

24
年
度
に
調
査
し
た
２
３
３

地
点
の
う
ち
２
２
８
地
点
で

ネ
オ
ニ
コ
チ
ノ
イ
ド
系
農
薬

が
検
出
さ
れ
ま
し
た
。
同
時

期
に
行
っ
た
生
物
調
査
で
も

魚
類
の
減
少
を
実
感
し
て
い

る
人
が
８
割
を
超
え
て
い
ま

す
。

　

昔
な
が
ら
の
き
れ
い
な
河

川
、多
く
の
魚
が
戻
っ
て
く

る
よ
う
に
、今
後
も
各
省
庁

と
議
論
を
重
ね
る
と
と
も
に
、

科
学
的
デ
ー
タ
に
基
づ
い
た

正
し
い
情
報
の
発
信
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

調査結果は日釣振の機関誌「日釣振だより」で見ることができます。
https://www.jsafishing.or.jp/member/backnumber

　
講
演
会
で
は
冒
頭
、日

釣
振
北
海
道
地
区
支
部

の
佐
藤
正
基
支
部
長
の

あ
い
さ
つ
に
続
き
、日
釣

振
本
部
の
牧
野
良
彦
常

任
理
事
が
ネ
オ
ニ
コ
チ

ノ
イ
ド
系
農
薬
を
め
ぐ

る
日
釣
振
の
活
動
を
報

告
し
た
。

活動報告をする牧野常任理事

参加者を前にネオニコチノイド系農薬について講演する平さん❶日本で使われるネオニコチノイドと類似物質

❷北海道のネオニコチノイド出荷量（㌧）

※❶❷ともに平久美子さん提供（WEBKISPLUSのデータをもとに作成）

▪主催/公益財団法人  日本釣振興会　▪共催/北海道新聞HotMedia(釣り新聞ほっかいどう)

90
年
代
に
登
場
し
た
農
薬
用
殺
虫
剤

規
制
の
見
直
し
、使
用
量
削
減
急
務

生
態
系
へ
の
影
響
深
刻

発
達
障
害
や
不
妊  

人
体
に
も
リ
ス
ク

全
国
２
２
８
地
点
で
ネ
オ
ニ
コ
を
検
出

牧
野・日
釣
振
常
任
理
事
が
報
告
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　近年、ネオニコチノイド系農薬が自然環境や人体に与え
る影響が問題視されています。北海道内での同農薬の年間
出荷量は約40㌧に上り、川魚減少の一因ではないかといわ
れています。
　公益財団法人日本釣振興会（日釣振）と、週刊釣り新聞ほっ
かいどうを発行する北海道新聞HotMediaは、7月13日に札幌
市の北海道新聞社本社1階「DO‒BOX EAST」で、「ネオニコチノ

イドが奪う日本人と魚の未来」と題した講演会を開催しました。
　講師は、ネオニコチノイド研究会（東京）代表で、昨年「ネオ
ニコチノイド 静かな化学物質汚染」（岩波ブックレット）を出
版した医師の平久美子さん。会場に集まった市民ら約50人を
前に、私たちの暮らしに潜むネオニコチノイド汚染の実態と
その深刻さについて語りました。
　講演内容を紹介します。

1957年愛媛県生まれ。神戸大学医
学部卒業。専門は麻酔科学、臨床環
境医学。現在は東京女子医科大学附
属足立医療センター非常勤嘱託、ペ
インクリニック環境医学外来を担
当。2001年から環境農薬中毒研究
に従事。東京都在住。

平　久美子 （たいら・くみこ）

（第３種郵便物認可）	 2025年（令和７年）８月20日　水曜日	 週刊釣り新聞ほっかいどう	 	（8）


